
働き方改革推進ワークショップを開催しました。 

徳島労働局雇用環境・均等室は、１月１８日に「働き方改革推進ワークショップ」
を開催しました。 
県内各事業所から９名の方にご参加いただき、活発な意見交換が行われました。 

ワークショップ開催案内 

当日の案内掲示 



会場は、徳島地方合同庁舎（徳島労働局）
６階会議室 

会場には、働き方・休み方改善関係資料が
展示され、自由に持ち帰ることができます。 

ワークショップは１３：３０～１６：００まで開
催されました。 
 

徳島労働局雇用環境・均等室 佐藤室長
からの開会あいさつ。 



働き方・休み方改善コンサルタントによるプ
レゼンテーション 
「働き方改革推進のために」 
「会議を効率的に進めるために」 

休憩をはさみ、参加者によるグループワー
ク。 

テーマは｢人手不足の対策としての働き方
改革について｣ 

人手不足が一部業種を中心に深刻化する
中、働き方改革の取組みを進めて人材を
集めるための方策について、業種を超えて
討議を行いました。 

討議の方法は、意見を「付せん」に書いて
模造紙に貼り付け、それを視覚的に検討し
ながら意見を自由に出し合うというやり方
で、５人の小グループに分かれて行いまし
た。 



最初は戸惑い気味だった方もいましたが、
だんだんと活発な意見交換が行われるよう
になりました。 

付せん紙にかかれた意見 
 
課題としては、 
・サービス業が不人気である 

・イメージと実際の就労時のギャップから辞
めるケースもある 
・若い人がいない 
・学生のレベルの低下 
・同業種間での離転職の問題 
・景気が上向いても人材が来ない 
といった問題が上がりました。 



これに対する意見としては、 
・働き方の多様化 
・時間管理の徹底 
・時間外労働をなくす 
・社員の提案に対しての報償 
・制服を素敵なものに変える 
・トップからの情報発信 
・ＩＴ化の推進 
・産休、育休からの復帰率の向上 
・ノー残業デーや時短の実施 
・インターンシップの実施 
・親同伴の職場見学会 
・社員旅行 
などが出ました。 

討議の概要はグループの発表者によって
他グループにも紹介され、参加者全体で共
有されました。 



最後に、徳島労働局雇用環境・均等室 渡
辺監理官より閉会のあいさつがありました。 


